


































 

〔本部関係〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症拡大への対応 

 

芸術家・芸術文化団体の活動支援 

１ 芸術文化公演再開緊急支援事業 

新型コロナウイルス感染症防止対策を講じながら劇場、音楽堂で芸術文化公演等の舞

台芸術活動を再開する取り組みを支援するため、施設使用料の助成を行った。 

 

２ ひょうごアーティスト動画配信事業 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で、アーティストの活動が著しく減少し、

県民が劇場や美術館へ足を運びにくくなった状況のもと、兵庫県ゆかりの新進・若手ア

ーティストが出演・制作した動画作品を公式 YouTube チャンネルで配信した。 

  また、第２弾として、兵庫県の芸術文化を第一線でリードしているアーティストの動

画作品を配信した。 

 

３ 県民芸術劇場登録団体公演内容ＰＲ動画配信事業 

県民芸術劇場の地元主催者（市町・学校等）が、県民芸術劇場の実施を検討する際に、

公演の様子を動画で鑑賞し選択できるよう県民芸術劇場の登録団体に PR 動画制作の機

会を提供し、公式 YouTube チャンネルで配信した。 

 

４ 県民芸術劇場の拡充（一般公演の追加） 

  緊急事態宣言後の社会経済活動の本格的な再開に向けて、地域の元気づくりに必要な

優れた舞台芸術の鑑賞機会を県民に提供するため、県民芸術劇場の一般公演枠を拡充し

て実施した。 

 

５ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ＋ 

芸術文化を担う人材の育成につながる取り組みとして、将来の活躍が期待される新

進・若手アーティストに対し、県内のホール等を活用して感染症拡大予防に対応したリ

サイタル形式による演奏会「新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ＋（プ

ラス）」の場を提供するとともに、県民の鑑賞機会を提供した。従来の「新進芸術家育

成プロジェクト・リサイタルシリーズ」では、出演者はチケット収入を公演経費に充て

ていたが、コロナ禍のもと、チケット収入が見込めなくなったため、入場料を無料とし、

出演者には出演料を当協会が負担するよう事業内容を拡充した。 

 

６ 芸術文化施設ロビーコンサート 

会場の対象を県内の芸術文化施設等に広げ、出演への感染症対策費用を出演料に盛り

込むなど、従来の県民会館ロビーコンサートの事業内容を拡充した「芸術文化施設ロビ

ーコンサート」を実施した。 

 

７ さわやかステージ＋ 

県、市町及び関係団体等が主催するシンポジウム、フォーラム、セミナー等、各種の

イベントにおいて芸術文化の香り高い演出を行うミニ・パフォーマンス「ひょうごさわ

やかステージ＋（プラス）」を実施してもらうよう働きかけた。従来の「さわやかステ

ージ」では出演者を斡旋し、必要経費は実施施設負担としていたところ、令和２年度は、

より実施してもらいやすい環境づくりを目指し、その出演料を負担した。 



 

芸術文化普及啓発事業 

１ 主催事業 

  すぐれた芸術文化活動を行う個人・団体を顕彰するため、主催四賞の表彰を 

行った。受賞者を「すずかけ」で紹介するとともに発表の機会を提供した。 

（１）芸術文化活動の表彰事業 

  ① 第３９回ふるさと文化賞 

地域社会において、永年にわたりひたむきな努力を続け、伝統文化の継承に貢献

するなど、その活動と功績が著しい２個人１団体に「ふるさと文化賞」を贈呈した。 

【贈呈式】  令和３年１月２２日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  藤本 義和       （邦楽の普及・神戸市） 

野花 敏郎       （戦国太鼓の伝承・丹波市） 

      養父神社お走り祭り保存会（奇祭の継承・養父市） 
 

② 亀高文子記念－赤艸社賞 

 絵画の創作活動を通じて県民文化の高揚に功績があった女流洋画家に「亀高

文子記念―赤艸社賞」を贈呈した。 

 令和２年度の受賞者（藤飯千尋）の作品を兵庫県民会館１階の特別展示室の壁面

に展示し、受賞者に作品発表の機会を提供するとともに来館者の目を楽しませた。 

【贈呈式】  令和３年３月１１日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  柴田 知佳子（宝塚市）受賞者記念展開催予定（３年７～８月） 
 

③ 坂井時忠音楽賞 

県内において音楽活動に優れた業績をあげ、将来の活躍が期待される音楽家を奨

励するため「坂井時忠音楽賞」を贈呈した。 

【贈呈式】  令和３年３月１１日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  坂本 彩 （ピアノ・明石市） リサイタル出演済 （２年 10 月） 

      桝 貴志 （バリトン・西宮市）リサイタル出演予定（３年 11 月） 
 

④ ひょうごアーティストサロン賞 

ひょうごアーティストサロンの事業に積極的に参加し、将来一層の活躍が期待さ

れる新進・若手芸術家及びサロンの企画・運営に協力的な指導者に「ひょうごアー

ティストサロン賞」を贈呈した。 

【贈呈式】 令和３年３月８日 

【会 場】 兵庫県民会館 

【受賞者】  〈アーティスト部門〉蔭山 晶子（クラリネット・宝塚市） 

リサイタル出演済（２年 12 月） 

島田 直季（日本画・神戸市） 

        〈協力者部門〉   小川 哲生（音楽・猪名川町） 
 

（２）コンクール、展示事業 

① 第３２回全国手工芸コンクール in ひょうご 

女性を対象とし、ふだんの生活から創りだされた、ぬくもりのある手工芸作品を

全国から公募し、表彰した。表彰式はコロナの影響により中止した。 

【会 期】 令和２年１１月１３日～１５日 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【出品数】 １５９点 

【入場者】 約６００人 



 

 

② 第２６回兵庫ふれあい美術展 

    県内から日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真を公募し、表彰した。表彰式はコ

ロナの影響により中止した。 

【会 期】 令和２年１２月２５日～２７日  

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【出品数】 ５５３点 

【入場者】 約１，１００人 

 

③ 亀高文子記念－赤艸社賞歴代受賞者作品展【新規】 

歴代受賞者が３０人になったことを契機に、故亀高文子氏（県文化賞受賞者）の

作品を加え、一堂に紹介する展示会を開催した。併せて「県民アートギャラリーWalk

３６０」により、オンラインで展示風景を 360 度パノラマで鑑賞できる機会を提供

した。 

【会 期】 令和３年３月５日～１４日 

【会 場】 兵庫県民会館 

【入場者】 約１，０００人 

 

④ 第３５回鈴懸の径絵画展【中止】 

 自ら絵画の創作活動に親しむアマチュアの発表と交流の場とし、「兵庫の風物を

描く」と「花を描く」をテーマに公募を計画していたが、新型コロナウイルスの感

染拡大により中止した。 

 

⑤ 第３３回ひょうご子どもの作文と詩コンクール【中止】 
  県内の小学生を対象として、学校や遊び、友だちづきあい、町、家庭での身近な

できごとなどを書いた作文と詩の公募を計画していたが、新型コロナウイルスの感

染拡大等により中止した。 

 

⑥ 第５８回２０２０県展【中止】 

県内に生活し、日頃から美術作品の制作活動に励んでいる方を対象に、絵画、彫

刻・立体、工芸、書、写真、デザインの公募を計画していたが、新型コロナウイル

スの感染拡大により中止した。 

 

⑦ 兵庫県民会館文化教室総合展 

 兵庫県民会館で実施されている、美術・書道等さまざまなジャンルの文化教室の

作品を一堂に展示し、受講生の交流や発表の場を提供した。 

【会 期】 令和３年３月１９日～２１日 

【会 場】 兵庫県民アートギャラリー 

【出品数】 ９２点 

【入場者】 約２００人 

 

（３）主催公演事業 
① 県民芸術劇場 

小学生・高校生、一般県民が優れた舞台芸術を身近に鑑賞し、県内芸術団体等が

活動する機会として 110 回県民芸術劇場を開催する予定であったが、新型コロナウ

イルス感染拡大の影響により６割の公演が中止となった。なお、学校公演の弾力化

を図るため、学校の体育館等で実施するほか、複数の小学校が合同で実施する場合

や生徒数の多い高校は、市町文化ホール等を利用できることとした。 

また、県民芸術劇場の地元主催者（市町・学校等）が、県民芸術劇場の実施を検 

討する際に、公演の様子を動画で鑑賞し選択できるよう県民芸術劇場の登録団体に 

PR 動画制作の機会を提供し、公式 YouTube チャンネルで配信した。 



 

※中学校公演は、全ての県内中学生を対象に「わくわくオーケストラ教室」等を実施してい

ることから、県民芸術劇場の対象外。 

 

② のじぎくサロンコンサート【中止】 

兵庫県公館において県民が気軽に楽しめるサロン風コンサートを計画していた

が、新型コロナウイルスの感染拡大により中止した。 

 

（４）講座・体験等事業 
① 兵庫県生活文化大学 

日々の暮らしに夢とうるおいのある生活文化を創り育てるため、兵庫県生活文化

大学を開催した。県立美術館、歴史博物館、考古博物館に講師を依頼するなど、最

新の研究成果が学べる講座として、県や芸術文化団体との連携により独自性の高い

学習機会を提供した。 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴って２講座が中止となり、８講座の実施とな

った。 

講 座 名 開催地 会   場 期間(回数) 受講者(人) 

神
戸
校 

文化財 

神戸市 兵庫県民会館 

４～２月（１０）⇒ 

９～３月（８） 
27 

考古学 
(県立考古博物館) 

４～２月（１０）⇒ 

９～２月（６） 
36 

日本美術 
(県立美術館「芸術の館友の会」) 

４～２月（１０）⇒ 

９～３月（７） 
27 

西洋美術 
(県立美術館「芸術の館友の会」) 

４～２月（１０）⇒ 

９～３月（７） 
37 

ふるさとの歴史 １０～３月 （７） 42 

音楽鑑賞 
(兵庫県音楽活動推進会議) 

５～３月（１０）⇒ 

９～３月（７） 
33 

シャンソンに親しむ

【中止】 
― ― 

伝統芸能【中止】 
神戸市 

 

兵庫県民会館 

 (講義) 
― ― 

種   別 ２年度 協会支出額（千円） 

 公 演 ジャンル 公 演 数 入 場 者 数 ２ 年 度 元 年 度 

一般公演 １７ ３，３５４ 

１１,２９１ １０,７７７ 

 

音   楽 １１ ２，２２６ 
演   劇 ４ ８８４ 

伝統芸能 ２ ２４４ 

高等学校公演 １１ ７，８８２ 

４,５２９ ８,８５３ 

 

演  劇 ５ ４，０１０ 

音   楽 ２ ９３０ 

伝統芸能 ３ ２，３８２ 

ミュージカル １ ５６０ 

小学校公演 １８ ６，９０９ 

３,５５３ １５,１５７ 

 

音   楽 １２ ３，９９０ 

伝統芸能 ４ ２，３９７ 

演   劇 ２ ５２２ 

合     計 ４６ １８，１４５ １９,３７３ ３４,７８７ 



 

大阪市 

 

西宮市 

 

大阪松竹座 

(歌舞伎鑑賞) 

芸術文化センター 

(能楽鑑賞) 

明
石
校 

ふるさとの歴史 
(明石市) 

明石市⇒

神戸市 

明石市生涯学

習センター⇒ 

兵庫県民会館 

４～２月（１０）⇒ 

９～３月（７） 
23 

姫
路
校 

ふるさとの歴史 
(県立歴史博物館) 

姫路市 
県立歴史博物

館 

４～２月（１０）⇒ 

９～３月（８） 
31 

合計   １０講座⇒８講座 ９６回⇒57 回 256 

※( )は共催団体 

② 地域と暮らしの兵庫学 

 摂津・播磨・但馬・丹波・淡路の五つの国からなる兵庫県のすばらしい地域文化 

を学ぶという従来の講座内容に、古くから伝わる伝説や歳時記、伝承の行事の様式

の考察等を加えた、ふるさと意識を高める短期講座を開催した。 

【開催日】 令和２年７月～３月（６回） 

【会 場】 兵庫県民会館 けんみんホール 

【講 師】 田辺 眞人氏（園田学園女子大学名誉教授） 

【参加者数】１８６人 

 

③ 伝統文化学び塾【新規】 

    伝統文化への関心を高め、学び続ける人を養成するため、県の補助を受け、箏や

長唄を６回にわたって学び、発表会まで行うコースを開催した。 

   【開催日】箏 コース ：稽古/令和２年７月～９月 発表会/９月 

         長唄コース：稽古/令和２年１１月～令和３年２月 発表会/２月 

     【会 場】稽 古：兵庫県公館和風会議室 

発表会：箏 コース 県立芸術文化センター阪急中ホール（ひょうご 

邦楽の祭典のプログラムとして） 

             長唄コース  湊川神社神能殿 

   【参加者数】各コース９人 

 

④ 伝統文化体験ひろば（伝統文化体験フェスティバル中止による代替事業） 

    伝統文化の新たな担い手を発掘するため、県の補助を受け、県域文化団体等の協

力を得て、子どもたち（親子連れ）をはじめ不特定多数の幅広い層の県民が、様々

な伝統文化を一堂に体験するブース等を開催する予定であったが、濃厚接触を伴う

体験型講座が多いため、新型コロナウイルスの感染防止対策が不十分となる場合が

想定されることから、代替事業として、少人数制の体験型教室を実施した。 

【分 野】三味線、いけばな 

【開催日】令和３年１月２９日、２月５日 

【会 場】兵庫県公館和風会議室、兵庫県民会館 

 

⑤ 伝統文化体験教室 

関係文化団体等との共催で、県の補助を受け、兵庫県公館和風会議室を活用した

体験教室を開催することにより、県民が伝統文化に触れる機会を提供した。 

また、受講者が参加団体の講師のもとに入門するよう担い手の開拓に努めている。 

【時 期】 令和２年７月～３年２月 

【回 数】 １１回 

【会 場】 兵庫県公館和風会議室 

【内 容】  伝統文化（箏、押し花、須磨琴、能楽、長唄） 

【参加団体】兵庫県箏絃連盟ほか４団体 



 

 

⑥ 友の会会員事業の推進 

    芸術文化を愛し、こころ豊かな生活文化を育む人々が、芸術文化に関する学習や 

交流事業を通じて、生きがいづくりと会員相互の交流を図るため、友の会会員対象

の事業を推進した。年々、会員数は減少傾向となっているが、県内のホールやホテ

ル等と提携して優待価格で公演チケットを購入できたり、サービスを受けたりでき

るよう、会員向け特典の拡充に努めている。 
 

 
兵庫県芸術文化協会友の会会員                      令和３年３月３１日現在 

                        個人会員 ファミリー会員 団体会員 

友の会会費 
１口 ３，０００

円 

１口 ５，０００

円 
１口 １０，０００円 

会 員 数 ６５０人 ８６人（４３組）    ５１団体 
 

【特  典】・文化情報紙「すずかけ」の送付（毎月） 

・研修事業への参加・生活文化大学等の受講料等の割引 

・指定美術館・博物館等の入館料割引 

 

（ア）研修事業の実施 

  県内外の人文・自然資源、文化史跡等を訪ね、先人が育んできた歴史・芸術文化 

にふれ、そのすばらしさを学ぶとともに、会員相互の交流と親睦を図った。 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響から、長時間の移動や一定の人数での飲食

を伴う「ふるさと文化紀行」「至宝の文化財を訪ねて」「ふれあいの旅（海外）」

「ふれあいの旅（国内）」等は中止し、屋外ウォーキングしながら史跡等の文化遺

産を訪ねる「ふるさとウォーク」のみを開催した。 

【ふるさとウォーク】 

催   物   名 開催年月日 場   所 参加者(人) 

埴岡真弓先生と歩く 

潮と酒の香る町・西宮－エビスさんと

宮水と－ 

２．１０．２８ 西宮市  ２２ 

       計 １事業（１回）    ２２ 
 

（イ）文化情報紙「すずかけ」の送付 

友の会会員に対して毎月、文化情報紙「すずかけ」を送付し、芸術文化事業のチ

ラシを同封するなど、情報の提供を行った。 

 

 

 

 

内   容（回数） 団  体  名 参加者(人) 

箏のススメ（１） 兵庫県箏絃連盟 １０ 

押し花創作のススメ（２） 兵庫県婦人手工芸協会 １６ 

須磨琴のススメ（１） 一絃須磨琴保存会 ８ 

能楽のススメ（６） 公益社団法人能楽協会神戸支部 ３８ 

長唄のススメ（１） 松耀会 ７ 

日本舞踊のススメ【中止】 兵庫県舞踊文化協会 － 

茶席のススメ【中止】 兵庫県茶道協会 － 

合計  ５分野（１１回）   ＊募集定員 ８１人 ７９ 



 

【主催事業 評価】 
○表彰事業 

・ふるさと文化賞 

永年にわたり裏方に徹し、地域に貢献している者が日の目を見られるよう表彰する制度であり、受賞者

からは、これからも継続的に取り組む気持ちになったとの声が寄せられている。今後も地元以外での発表

の場を設けることによりＰＲに努める。また、令和３年度から大切な祭りや行事を無形民俗文化財として登

録・保護している教育委員会との連携を図っていく。 

・亀高文子-赤艸社賞は女性洋画家が、坂井時忠音楽賞は若手音楽家が目指す賞の一つとなっており、

洋画や音楽関係者の評価も高い。また、受賞者からは、今後の活躍の励みとなっているとの声が寄せられ

ている。 
 

○コンクール、展示事業 

・兵庫ふれあい美術展 

応募作品の全てを展示し、県民の作品を披露する場として定評がある。応募総数は過去最高の 553 点

で、初めての申込者が３割程度あったことが、応募が増えた要因だと考えられる。 

また、３年度は、アマチュア対象の公募展である鈴懸の径絵画展を吸収し、出品者に作品運搬費用等

の実費負担を求める予定である。 

・亀高文子記念－赤艸社賞歴代受賞者作品展 

関係者の協力のもと、亀高文子氏や受賞者の作品を一堂に展示する機会を設けることができ、歴代受

賞者から喜びの声をいただくとともに、来場者からも好評を得、赤艸社賞の意義を改めて皆さんに認識い

ただくことができた。また、スマートフォンなどを使って展示風景を鑑賞できる「県民アートギャラリー

Walk360」により、コロナ禍のなか来場が困難な者にも鑑賞の機会を提供できた。 
 

○鑑賞機会の提供 

・県民芸術劇場 

コロナ禍で活動が制約されるなか、県民芸術劇場の登録団体に動画制作の機会を提供し、YouTube で

配信することにより、在宅でも優れた舞台芸術を鑑賞できる機会を提供した。県民芸術劇場の多くの地元

主催者（市町、学校関係者）から、公演の実施を検討する際にこの動画を鑑賞でき、参考になったとの声を

いただいた。また、生の舞台を鑑賞した県民からは「安価な料金で本物の芸術鑑賞ができてありがたい。」

「地方で伝統芸能に触れることができ感動した。機会があれば現地に行きたい。」などの感想をいただき、

芸術文化に関心を引き付けるプログラムが高く評価されている。 
 

○学習機会の提供 

・生活文化大学 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により２講座が中止となり８講座の実施となったが、実施した講座す

べてで日程変更や回数減を余儀なくされた。今後もコロナ禍での実施となるが、受講者からの「是非開講し

てもらいたい」という根強い要望に応えるため、感染防止対策を講じたうえで、継続して事業継続に努め

た。また、新たな試みとして、受講しやすい短期型の講座を複数回企画し、受講生の獲得に努める。 

・地域と暮らしの兵庫学 

田辺眞人氏（兵庫県文化賞受賞者）による６回シリーズの短期講座（６年目）を開講した。従来の講座内

容に、伝説や伝承など新しい要素を加えて、講座名も「ふるさとひょうごの地域学」から改称した。新型コロ

ナ感染症拡大の影響から、受講者数がほぼ半減した。  

今年度は講師の都合により講座回数を４回で実施する。 
 

○伝統文化体験機会の提供 

・伝統文化学び塾 

各団体から１回だけでは練習に繋がらないとの声もあり、新規事業を立ち上げ、箏と長唄を継続的に学

び、その成果を大舞台で発表する機会を提供できた。受講者からは、「伝統文化に興味をもつことができ、

今後も受講したい。」「素晴らしい体験ができ幸せを感じた。」などの声をいただいた。 

・伝統文化体験ひろば（伝統文化体験フェスティバル代替事業） 

伝統文化体験フェスティバルは、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止し、代替事業として三味

線といけばなの少人数制の体験型教室を実施した。３年度は、出演団体、参加者等を制限して伝統文化

ふれあい広場（伝統文化体験フェスティバル改編事業）を実施する予定である。 
 

○芸術文化協会友の会会員事業 

  会員数は、平成 30 年度個人 798 人/家族 54 組/団体 68 団体、令和元年度個人 753 人/家族 54 組/団

体 67 団体、令和２年度個人 650 人/家族 43 組/団体 51 団体と減少傾向にあるが、生活文化大学受講や

会員特典を利用した会員からは満足したとの声もいただいており、今後とも会員特典の魅力アップ等に努

めたい。 



 

 

２ 芸術文化団体等との連携事業 
（１）市町ホール活用支援事業【新規】 

市町ホールの活性化、県内公立文化施設間の連携強化を図るため、県の補助を受け、

２市町のホールが音楽や演劇等の大型自主公演を共同で企画する事業を支援した。 

【公演内容】令和２年８月１９日、２１日 

姫路市文化センター＆加東市東条文化会館 

こどもオペラ音楽劇「３びきのこぶた」 

 
令和２年９月５日、６日 

加東市滝野文化会館＆たつの市総合文化会館 

山崎バニラの活弁大絵巻 

 
令和２年１２月１３日、令和３年２月７日 

丹波篠山市田園交響ホール＆太子町立文化会館 

夏井いつき句会ライブ 

【参 加 者】１，４０５人 

【助成金額】３，６８３千円 
 

（２）芸術文化公演再開緊急支援事業【新規】 

新型コロナウイルス感染症防止対策を講じながら劇場、音楽堂で芸術文化公演等の

舞台芸術活動を再開する取り組みを支援するため、県の補助を受け、市町とともに施

設使用料の助成（２分の１）を行った。 

  【期  間】令和２年７月１日～令和３年２月２８日 

【対象施設】２４市町立８０ホール、１０民間立１４ホール、５県立８ホール 

  【申請件数】１，４９３件 

【助成金額】４８，５８５千円 

 

（３）ふれあいの祭典－県民文化普及事業                   ＊ 
   県民文化普及事業の２２事業(うち１１事業中止)について、県からの委託を受けて県内全

域に文化のすそ野を拡大していくため、県域文化団体、開催市町とともに実行委員会を立

ち上げ、広報宣伝・観客誘致、開催記録の作成等を担当した。 

№ 事    業    名 開催年月日 会 場 参加者（人） 
１ ひょうご邦楽の祭典 ２．９．13 西宮市 ２２５ 

２ ひょうご日本民謡フェスティバル ２．９．20 神戸市 ４３０ 

３ アンサンブル・フェスティバル兵庫 2020 ２．９．27 西宮市 １３９ 

４ 兵庫県いけばな展（神戸展） 
２．10．１ 
    ～６ 

神戸市 ６，２９４ 

５ 詩のフェスタひょうご ２．10．３ 神戸市 ８０ 

６ ひょうごブラスフェスティバル 2020 ２．10．11 高砂市 ７３９ 

７ 全国手工芸コンクール in ひょうご 
２．1１．13 

  ～15 
神戸市 ７９１ 

８ 兵庫短歌祭 ２．11．21 神戸市 ７４２ 

９ 兵庫県いけばな展（地域展） 
２．11．28 
    ～29 

芦屋市 １，３６８ 

10 ひょうご演劇祭 ２．12．20 丹波篠山市 １４９ 

11 兵庫ふれあい美術展 
２．12．25 
    ～27 

神戸市 １，６７５ 

12 音楽とダンスの祭典 in Ｈｙｏｇｏ【中止】 － 神戸市 － 

13 ひょうご合唱の祭典【中止】 － 稲美町 － 

14 ひょうご吟剣詩舞道祭【中止】 － 姫路市 － 



 

15 兵庫県交響楽祭【中止】 － 丹波篠山市 － 

16 兵庫県川柳祭【中止】 － 加古川市 － 

17 ひょうご大茶会【中止】 － 神戸市 － 

18 ひょうご俳句フェスティバル【中止】 － 神戸市 － 

19 ひょうご民俗芸能祭【中止】 － 加西市 － 

20 ひょうご名流舞踊の会【中止】 － 神戸市 － 

21 ひょうご洋舞フェスティバル【中止】 － 西宮市 － 

22 和太鼓フェスティバル in 兵庫【中止】 － 洲本市 － 

合     計 １２，６３２ 

 
（４）兵庫県地域文化団体協議会への支援 

地域文化の向上と振興に貢献することを目的とする兵庫県地域文化団体協議会の   

事務局を担当し、県内７地域で活動する地域文化団体との連携を深めた。 

【兵庫県地域文化団体協議会構成団体】 

阪神南文化振興団体連絡協議会 阪神北文化振興団体連絡協議会 

東 播 磨 文 化 団 体 連 合 会 西 播 磨 文 化 協 会 連 絡 協 議 会 

但 馬 文 化 協 会 丹 波 文 化 団 体 協 議 会 

淡 路 文 化 団 体 連 絡 協 議 会 公益財団法人兵庫県芸術文化協会 
 

① 地域文化団体との共同事業                       ＊ 
    兵庫県地域文化団体協議会が、各地域において地域の核となる文化団体協議会等

と共同で文化事業を実施した。 

文化団体名 事 業 名 開催年月日等 

阪神南文化振興

団体連絡協議会 
【中止】            - 

阪神北文化振興

団体連絡協議会 
阪神北文化セミナー 

３．１．26 

（会場：宝塚市立文化創造館） 

東播磨文化団体

連合会 

東播磨文芸誌「東はりま文化子

午線第 44 号」発行 
３年３月発行 

西播磨文化協会

連絡協議会 
西播磨地域ふれあい文化交流会 

２．10．15 

（会場：たつの市揖保川文化センター

他） 

但馬文化協会 
「たじま作品集－短詩型文学第

45 集」発行 
３年３月発行 

丹波文化団体協

議会 
丹波における伝統文化鑑賞会 

３．２．23 

（会場：丹波の森公苑） 

淡路文化団体連

絡協議会 

淡路文化の祭り 
第 39 回全淡短歌祭 
第 44 回淡路島俳句大会 
第 42 回淡路文学作品展 

 
２．７．18 
２．11．８ 
２．11．25～12．５ 
（会場：洲本市立淡路文化史料館他） 

② 地域文化を考えるシンポジウム【中止】  

地域文化の活性化を図るため、但馬地域に県内市町文化協会・団体の会員が一堂

に会し、地域における文化振興の現状や課題、地域の特色を生かした事業の推進方

策等について情報交換を行うシンポジウムが計画されたが、新型コロナウイルスの

感染拡大により中止された。 

  

（５）ひょうご文化交流のつどい【中止】                  ＊ 

 県域文化団体等の協賛のもと、様々な分野の文化関係者が一堂に集い、交流・親睦 



 

を深める場を作り出すことにより、芸術文化活動の一層の発展を図ろうとしたが、新

型コロナウイルスの感染拡大により中止した。その代替企画として、文化情報誌「す

ずかけ」１２月号に、各分野の芸術文化関係者から寄せられたメッセージを掲載して

「紙上交流会」を実施した。 
 
（６）芸術文化団体等の事業への支援 

  芸術文化団体等が主催する文化振興事業に対し、後援、協賛するとともに、優秀作 

品に「兵庫県芸術文化協会賞」を贈った。 

     【後援事業件数】  １２８件 

【協会賞交付件数】  ４２件 
 
（７）兵庫県文化賞受賞者懇話会への支援 

兵庫県文化賞受賞者で構成される、兵庫県文化賞受賞者の事務局運営等を支援し、

芸術文化の振興を図った。 
＊…その他（芸術文化団体との連携事業）に区分される事業 

 

【芸術文化団体等との連携事業 評価】 
〇市町ホール活用支援事業 

   ２市町が共同で行う自主舞台公演の出演料の支援であり、コロナ禍のなか、相方が公演中止となれば

助成対象から外れるというリスクを伴うことから、３事業への支援に留まった（当初は５事業程度を予定）

が、観客からは「楽しい時間を過ごせた。」「コロナ禍での実施に感謝する。」などの意見をいただいた。 
 

〇芸術文化公演再開緊急支援事業 

   年度当初の全国的な緊急事態宣言により舞台芸術活動が中止・延期を余儀なくされていたところ、同

宣言解除後の舞台公演を開催する取り組みに支援できたことは、キャンセルを食い止め、芸術文化活動

の支援と参加機会の提供への一助となった。 
 

〇ふれあいの祭典－県民文化普及事業 

新型コロナウイルスに翻弄された１年であり、実施予定事業の２分の１が開催中止となったことにより、

前年度より参加者が 20,000 人程度減少した。 

また、個々の事業では県域芸術文化団体及び関係市町の協力を得て実施することで、地域の文化振

興と県民の交流の輪を広げることに繋がっており、参加者の満足度は 94.5%（前年度 90.1%）と高い。 
 

〇地域文化団体との共同事業 

兵庫県地域文化団体協議会が、地域の核となる文化団体協議会等と共同で毎年開催している文化事

業が新型コロナウイルスの影響で実施できず、地域の特色を生かしたセミナーや鑑賞会に替えて実施

し、地域文化の振興に寄与した。 

また、令和３年度は共同事業費を上乗せし、伝統文化の継承に繋げていく。協会としては、実践的な

活動事例の紹介や各種助成金情報の提供に努めるなど、文化会館等関係機関との協力・連携体制を強

めていく。 
 

○地域文化を考えるシンポジウム 

「文化活動を活かした魅力あるふるさとづくり」をテーマに、朝来市でシンポジウムを開催する予定であ

ったが、新型コロナウイルスの影響により開催が困難となったが、地元の強い思いにより、令和３年度も同

市での開催が決定している。 
 

〇ひょうご文化交流のつどい 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となったが、代替事業として県内文化関係者からメッセ

ージを募集して文化情報紙「すずかけ」に掲載し、紙上での交流会を開催した。「新しい生活様式が提唱

される今こそ、音楽は人々に癒しと活力を与え、未来への夢や希望に繋がると信じている」「人が人らしく

幸せに生きること、心を豊かにしてくれる芸術の大切さを感じさせられた」などのメッセージなどをいただ

き、一定の代替効果を得ることができた。 
 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 
   芸術文化コーディネーターと顧問を配置し、新進・若手芸術家に対する相談・助言や

発表機会の提供など人材育成支援を図った。 
 



 

（１）芸術文化関係者の交流・連携の促進 

   様々な分野の芸術文化関係者がアーティストサロンに集い、出会い、語らいの場と 

  して利用され、交流の拠点としてサロン機能を発揮した。 

【来場者数】 ３，３８９人 
 

（２）相談・助言・斡旋事業の実施 

    芸術文化情報の収集・発信を通して蓄積した人材情報等に基づき、初心者から若手、 

   中堅を問わず芸術文化活動に関する企画・ＰＲ方法等、様々な相談に応じた。また、 

新進若手アーティストの情報を「ひょうごアーティストバンク」としてホームページ 

に掲載した。 
【相談件数】 ３２５件 

 

（３）若手アーティストの育成・支援 

   兵庫県民会館を活用して、新進・若手芸術家の作品展、演奏会を開催した。 

① 新進美術家作品展の開催 

 県内各美術団体の協力を得て、芸術文化コーディネーターのもと、新進作家を 

中心とした作品展を開催した。 

・ひょうごアーティストサロン内 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫二紀会選抜展 
２．４．２～４．７ 

※4.8～5.30 中止 
   ２ １４ 

兵庫県写真作家協会新進作家選抜展 ２.６.１～７.３１    ７ １０９ 

兵庫県美術家同盟新進作家展 ２.８.１～９.２９    ９ １６９ 

兵庫の工芸 壁面を飾る ２.１０.１～１１.３０    ４ １１０ 

兵庫県書作家協会選抜展 ２.１２.１～３.１.３０    ６ ９５ 

兵庫県日本画家連盟選抜展 ３.２.１～３.３０  ８ ２３４ 

  合 計  ２１７日 ３６ ７３１ 
 

・兵庫県民アートギャラリー特別展示室 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

～日本画～跳展（tyou ten） ２．９．９～１３ ７ ６２８ 

－兵庫県書作家協会々員の愛藏品－ 

文房清玩展 
３．２．３～７ ５ ２５６ 

兵庫県洋画団体協議会 選抜作家展 ３．３．３～７ ３２ ６６８ 

  合 計  １５日 ４４ １,５５２ 
 

・兵庫県民アートギャラリー大・中展示室 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫県美術作家交流展 新進・選抜・プラス ２．１２．９～１３ １０１ ６７４ 
 

② 県民会館ロビーコンサートの開催 

  兵庫県民会館のロビーを活用した経験の浅い若手音楽家のコンサートを開催

し、活動発表の場を提供した。また、兵庫県いけばな協会の協力により、ロビー

に生け花を添えて芸術文化に親しむ環境の充実を図った。 

 【開催日】令和２年６月から７月まで(３回） 

４月から５月は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止。８月以

降は、事業内容が拡充された芸術文化施設ロビーコンサート（新規事

業）に移行した。兵庫県民会館のロビーの一部がフローリングに改装

されたことにより、よりよい音響効果のもとで開催できた。 
【会 場】兵庫県民会館ロビー  

【鑑賞者】約１２０人（約４０人/回） 
 

③ 芸術文化施設ロビーコンサート【新規】 



 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、公演等の中止が相次ぎ、県内の新

進・若手アーティストの活動の場が大幅に減少していることから、会場の対象を

県内の芸術文化施設等に広げ、出演への感染症対策費用を出演料に盛り込むなど、

従来の県民会館ロビーコンサートの事業内容を拡充した「芸術文化施設ロビーコ

ンサート」を実施した。 
 【開催日】令和２年８月から令和３年３月まで（１６回） 

【会 場】兵庫県民会館ロビーほか県内の施設 

【鑑賞者】約１，１００人（約７０人/回） 
 

④ さわやかステージ＋【新規】 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、県内の芸術家、芸術団体の活動が大幅

に減少していることから、芸術家の活動支援と県民の鑑賞機会の提供を目的に、県、市

町及び関係団体等が主催するシンポジウム、フォーラム、セミナー等、各種のイベントに

おいて芸術文化の香り高い演出を行うミニ・パフォーマンス「ひょうごさわやかステージ

＋（プラス）」を実施してもらうよう働きかけた。従来の「さわやかステージ」では出演者

を斡旋し、必要経費は実施施設負担としていたところ、令和２年度は、より実施

してもらいやすい環境づくりを目指し、その出演料を負担した。 

【開催日】令和２年９月から令和３年３月まで（１２回） 

【会 場】兵庫県公館ほか 

【鑑賞者】１，２００人（約１００人/回） 
 

⑤ 新進芸術家育成事業の実施【拡充】 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、県内の芸術家、芸術団体の活動が

大幅に減少していることから、芸術文化を担う人材の育成につながる取り組みと

して、将来の活躍が期待される新進・若手アーティストに対し、県内のホール等

を活用して感染症拡大予防に対応したリサイタル形式による演奏会「新進芸術家

育成プロジェクト・リサイタルシリーズ＋（プラス）」の場を提供するとともに、

県民の鑑賞機会を提供した。従来の「新進芸術家育成プロジェクト・リサイタル

シリーズ」では、出演者はチケット収入を公演経費に充てていたが、コロナ禍の

もと、チケット収入が見込めなくなったため、入場料を無料とし、出演者には出

演料を当協会が負担するよう事業内容を拡充した。 
従来実施していた事業「新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ」

と同様に、兵庫県いけばな協会の協力により舞台に生け花を添えて鑑賞者に対し

て芸術文化に親しむ環境のさらなる充実を図った。 

事業実施にあたっては、出演者に自身の公演チラシ等の印刷物を作成してもら

い、それをアドバイスするなど、今後公演する際に直接役立てられるよう支援を

行った。 
 

新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ＋の開催 

事 業 名 開催年月日 会場 いけばな 入場者（人） 

西尾岳史バリトンリサイ

タル【中止】 
２.６.１１ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
－ － 

西川かをり箏・三絃リサ

イタル 
２.８.２７ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
田中とき子（池坊） １００ 

秋元孝介ピアノリサイタ

ル 
２.９.１８ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
山根裕子(真生流) ９２ 

坂本彩ピアノリサイタル ２.１０.１ 
兵庫県民会館 

けんみんホール 
西村崇(佳生流) １０２ 

植村翔馬クラリネットリ

サイタル 
２.１０.３０ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
広川英男（池坊） １４６ 

藤原功次郎トロンボーン ２.１１.６ 兵庫県民会館 稲泉千永 (千草真 １５０ 



 

リサイタル けんみんホール 流) 

冨田一樹パイプオルガン

リサイタル 
２.１１.２０ 

宝塚ベガ・ホー

ル 

中山高甫（未生流中

山文甫会） 
１７０ 

蔭山晶子クラリネットリ

サイタル 

２.６.１９⇒ 

２.１２.４ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
松井博士（小原流） １４４ 

江崎欽次朗能楽鑑賞会 

菊慈童 
２.１２.１３ 

湊川神社神能

殿 

米田さち圃(未生流

(庵家)) 
１２５ 

城綾乃ピアノリサイタル ３.１.８ 
兵庫県民会館 

けんみんホール 

米田さち圃(未生流

(庵家))  
１２０ 

喜多ちひろヴァイオリン

リサイタル 

２.７.３１⇒ 

３.１.２２ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
成瀬香泉(知香流) ９６ 

森理菜ピアノリサイタル ３.１.２５ 
兵庫県民会館 

けんみんホール 
広川英男(池坊) ９９ 

宇野友基子ハープリサイ

タル 
３.２.８ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
梶山恵甫(未生流) ９１ 

山本美樹子ヴァイオリン

リサイタル 
３.２.２２ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 

深山佳代甫(未生流

中山文甫会) 
１３２ 

堀裕貴ピアノリサイタル 
２.５.２８⇒ 

３.２.２５ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 

畠田基超・岡島眞草

（草月流） 
１１３ 

細谷公三香（チェロ）と仲

間たち 
３.３.１１ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
橋本智月(嵯峨御流) １５８ 

福嶋令奈ヴァイオリンリ

サイタル 
３.３.１2 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
山根裕子(真生流)  １２２ 

山中歩夢ピアノリサイタ

ル 
３.３.１９ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
松井博士(小原流) １６８ 

田中郷子ソプラノリサイ

タル 

２.４.２４⇒ 

３.３.２６ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
伊藤洸明（御室流） １６０ 

河内仁志ピアノリサリサ

イタル 
３.３.２９ 

兵庫県民会館 

けんみんホール 
西村翠雲(佳生流)   １８１ 

  合 計  １９公演 ２，４６９ 
  

⑥ ひょうごアーティスト動画配信事業【新規】 

  新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で、アーティストの活動が著しく減少し、県

民が劇場や美術館へ足を運びにくくなった状況のもと、兵庫県ゆかりの新進・若手アーテ

ィストが出演・制作した動画作品を公式 YouTube チャンネルで配信した。 

   また、第２弾として、兵庫県の芸術文化を第一線でリードしているアーティストの動画作

品を配信した。 

 【配信数】第１弾 ８２件 

第２弾 ２７件 合計１０９件 
 

⑦ ひょうごアーティストサロン賞（再掲） 

ひょうごアーティストサロンの事業に積極的に参加し、将来一層の活躍が期待さ

れる新進・若手芸術家及びサロンの企画・運営に協力的な指導者に「ひょうごアー

ティストサロン賞」を贈呈した。 



 

【県内アーティストへの相談・助言等支援事業 評価】 
 
○ 芸術文化関係者の交流・連携の促進（サロン機能） 

芸術文化コーディネーターと顧問が豊富な知識・経験とネットワークを活かし、多様な分野、幅広い年

齢層の芸術文化関係者が気軽に集い、交流・連携を生み育てるサロン機能を発揮できた。コロナ禍のも

と、利用者は減少したが、活動支援関連の事業の情報をアーティストに提供できた。 

○ 相談・助言の実施（情報の発信機能） 

平成１８年度のオープン以来、情報発信、相談活動を継続しており、若手アーティスト等の情報発信を

行う貴重な拠点として認知されるようになった。新規事業としてさわやかステージ＋の事業を展開し、これ

まで活用がなかった表彰式やイベントで実施されたことから、コロナ禍でも新進若手アーティストの発表の

機会が提供できた。 

○ 若手アーティストの育成・支援（発表の場の提供機能） 

兵庫県民会館でこれまで毎月 1 回定期的に開催されていた「県民会館ロビーコンサート」は、新型コロ

ナウイルス感染拡大により兵庫県民会館が休館となったため、６月から７月にかけて３回実施した。その

後８月からは、新規事業「芸術文化施設ロビーコンサート」として、兵庫県民会館ロビーで１４回、その他

の施設ロビーで２回実施した。客席を半分に、ロビーでは鑑賞希望者に検温、手指消毒をしてもらうな

ど、感染防止対策を講じながらではあるが、誰もが気軽に音楽を楽しんでもらえる空間が創出できた。次

代を担う若手アーティストらの活動成果の発表機会、気軽に県民が芸術文化に触れる機会の提供ができ

た。 

○ 新進芸術家育成事業の実施 

これまで芸術文化を担う人材の育成につながる取り組みとして、将来の活躍が期待される若手アーテ

ィストに発表の場を与えようと、兵庫県民会館けんみんホールを活用した「新進芸術家育成プロジェクト・

リサイタルシリーズ」を開催していたが、コロナ禍の中、動員も厳しくなったうえに、収容人数を５０％以下

にしての実施が必須となったことから、出演者のチケット収入の見込みがなくなり、事業実施が困難とな

った。 

そのため、入場料無料とし、その代わりとして出演料を当協会が出演者に負担する新規事業「新進芸

術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ＋（プラス）」を企画。開催場所も県民会館だけではなく、県内

の芸術文化施設でも開催可能とした。結果として８月から兵庫県民会館で１６公演、その他の施設では２

公演を実施。宝塚ベガオールではパイプオルガンコンサート、湊川神社神能殿では能楽鑑賞会を開催

するなど、会場の特色に応じた公演が開催できた。 

無料公演としたことで新規の来場者が増え、回を重ねる中でリピーターの増につながった。出演者か

らも「このような厳しい状況の中、発表の機会を与えてもらえたことに感謝したい」などの言葉をいただい

た。 

また、引き続き、兵庫県いけばな協会の協力による舞台花とのコラボレーションを行って、芸術文化を

担う人材の育成に努めた。 

○ ひょうごアーティスト動画配信事業 

コロナ禍のもと、アーティストや芸術文化関係者の公演中止に伴う発表機会の喪失、収入減少および

県民の芸術文化に触れる機会減少の解消を目指して、動画配信事業を展開し、これまで芸術文化関

係者以外にあまり知られていなかったアーティストやその業績を視聴者に周知できた。また、新たなアー

ティストの発掘のみならずネットワークの構築にもつながった。作品に出演したアーティストからは「ノルウ

ェーの展覧会に出展しないかと話をもらった」「今回の動画作品が英国のコンペで入賞した」「動画を視

た舞台関係者から公演の出演オファーをもらった」などの声をいただいた。昨年度の動画の視聴回数

は、第 1 弾 99,000 回、第 2 弾 11,000 回の合計 11 万回となっている。 

また、兵庫県ワシントン州事務所から依頼があり、県民芸術劇場 PR 動画とあわせて 10 作品を提供

しており、4 月にオンライン開催された「2021 シアトル桜祭り」のホームページや同事務所の YouTube

チャンネルで一部の動画が配信されている。6 月にオンライン開催されるイベント「ジャパン・フェア」でも

配信予定となっている。 

昨年８月に実施された神戸大学大学院国際文化学研究科の藤野研究室が行う「新型コロナウイルス

の影響下における兵庫県内の芸術文化活動に関するアンケート調査」において、調査に参加した芸術

文化に関わる個人・団体等から「活用している、または活用を検討している支援策や制度」として高い評

価をいただいた。 

 

 

 

 



 

４ 情報の提供 
（１）文化情報紙「すずかけ」の発行（再掲） 

研修事業、芸術文化協会主催事業、芸術文化団体主催事業など、芸術文化に関する

情報を提供し、芸術文化活動への参加を促すとともに、関心を高めた。 

【仕  様】 タブロイド版、６ページ、２色刷り 

【発  行】 毎月１回  各５，０００部 

        ※緊急事態宣言発出により、県内の文化施設等が閉館し、事業中止

も相次いだことから、６月号は休刊、５月号及び７月号は減ペー

ジとし、ひょうご文化交流のつどいの開催が中止となり紙面上

で交流を図っていただくため、１２月号は増ページへと仕様変

更をした。 

【内  容】 ・研修事業、県内の芸術文化事業 

 ・芸術文化センター事業、ピッコロシアター事業 

 ・文化人紹介（素顔拝見） 

 ・季節の花の名所や味どころ、歴史的・文化的な名所の紹介 

（花さんぽ味めぐり）４月号 

・県内の城跡を中心に、歴史的・文化的な名所、テイクアウトの名

店等を紹介（兵庫の城跡を訪ねて）５月号～３月号 

 ・各種文化情報 

【配布先】 友の会会員、文化団体、県内各市町文化施設、報道機関ほか 

 

（２）文化情報の提供 

兵庫県民会館に、文化情報紙、県内施設等の催し物案内チラシ等を配架し、多彩 

な文化情報を提供した。 

 

（３）ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp） 

協会概要や本部事業、各施設の公演、展覧会事業等を幅広く紹介した。また、セ

キュリティ対策（全ページ SSL 化）及びスマートフォン最適化を講じたリニューア

ルを実施した。 

【内  容】・協会概要 

・事業案内（協会主催事業等） 

・管理施設へのリンク 

【アクセス数】 ６６，９８２件（令和２年４月～令和３年３月） 

 

（４）その他多面的な広報活動 

① ＳＮＳの運営（拡充） 

・YouTube チャンネルでの動画配信のほか、Twiter、Facebook、Instagram を活用し

て、アーティスト動画やコンサート開催等の告知を行うなど、情報発信を強化し

た。 

② マスメディア等による情報提供 

・テレビ、ラジオ、新聞等への記者発表、資料配布等 

・各種情報誌への情報提供 

・動画の出演アーティストの出身校や所属団体への情報提供 

③  県広報媒体の活用 

・サンテレビ県民情報番組「ひょうご発信！」、兵庫県ワシントン州事務所 YouTube

チャンネル等 

④ 県内文化施設等多様なチャンネルを活用した情報提供 

県立美術館、県立歴史博物館、県立考古博物館等事業を共催している施設と連携し

てＰＲを行うほか、県内の文化施設や図書館、各教育機関を通じて情報発信を行っ

た。 

 

https://hyogo-arts.or.jp


 

【情報の提供 評価】 
○ 文化情報紙「すずかけ」の発行 

月１回、芸術文化に関する情報を提供し関心を高めた。芸術文化活動への参加を促すとともに、読

者からは兵庫の芸術文化に関するきめ細かな情報が得られるとして好評を得ている。今後は WEB と

連携するなど、さらなる充実した展開を図っていきたい。 

  

○ 文化情報の提供 

 兵庫県民会館に情報コーナーを設けて、県内の芸術文化情報を提供し、常に最新情報とすべく頻

繁に更新しており、利用者に喜ばれている。 

 

○ ホームページの運営 

協会概要や本部事業のみならず、芸術文化センター、ピッコロシアター、県民会館、王子分館のホ

ームページにリンクし、各施設の公演、展覧会事業等を幅広く紹介し、施設、事業のＰＲとともに文化

情報の発信を促進した。また、セキュリティ強化やスマートフォン最適化を行った。 
 

○ その他多面的な広報活動 

ＳＮＳを本格的に活用したり、ホームページにアクセスしやすいように印刷物にＱＲコー

ドの表示したりすることで、当協会の認知度が高まるとともに新たな顧客層の掘り起こしに

つながった。今後もホームページや文化情報紙「すずかけ」と連動した効果的な運用に努め

る。 

 























『収益事業』 

〔県民会館関係〕 

新型コロナウイルス感染症拡大への対応 

 

基本方針 

「新型コロナウイルス感染症に係る感染予防・拡大防止対策」の策定による感染症

対策の徹底 

 

◆令和２年４月７日：新型インフルエンザ等対策特別措置法による「緊急事態宣

言」発出（措置期間：4/8～5/6 まで、のち 5/31 まで延長） 

 

休館（兵庫県対応方針による） 

  休館 ４月８日～５月 31 日 

全面的な再開までの様々な対応 

 (1)館内入居団体等への対応 

・休館期間中の会館利用についての注意喚起（書面通知及び掲示） 

① 入館時の手指消毒・マスク着用の励行 
② 各団体職員の健康チェック、外部からの事務室利用者の連絡先の把握 
③ 定期的な換気と利用人数の制限 
④ 入退館経路の制限(南入口のみ) 

 (2)ホール、ギャラリー、会議室の利用団体等への対応 

・休館期間における予約者への連絡及び日程変更調整、キャンセル対応（キャ

ンセル料返還処理含む） 

・貸館業務再開に向けた準備 

① 貸館スペース（館内共有部分及び備品含む）の消毒・除菌コーティング 
② 対面業務を行う受付・管理人室への飛沫防止ビニール幕設置 
③ 南北両出入口へのサーモカメラ・手指消毒液設置と動線案内表示 
④ 感染防止のための貸出物品（消毒液、飛沫防止パーテイション、非接触型

体温計、着席制限ボード等）の準備 
⑤ 空調設備による外気導入・各階通路の窓開閉による換気の向上 
⑥ 利用者向けの注意喚起書面の配付・掲示 
 

再開後の対応（第 2 回・第 3 回緊急事態宣言期間含む） 

(1) 上記以外に館内感染症対策として以下を実施。 

・鍵や消毒スプレーなど利用者への受渡物品の消毒、現金のトレー収受 

・キャッシュレス決済の導入（PayPay をＲ３年 1 月から） 

・兵庫県新型コロナ追跡システムのＱＲコード掲出（Ｒ２年７月から） 

・毎月初の予約抽選会における事前申込制（メール・FAX）の採用 

・会議室等への非接触型体温計、飛沫防止アクリルパネルの貸出・設置 

・トイレの水道蛇口・男性用小便器のセンサー化（非接触） 

(2)新型コロナ禍における会館利用向上対策 

・６月に食堂・喫茶運営事業者が撤退後、新たな事業者を誘致し 10 月から喫茶

（軽食・弁当も提供）を再開、併せて地下 1 階の食堂跡スペースにイートイン

コーナーを開設。 

・会議室等の LAN・Wi-Fi など通信環境整備（R2.9～10 月で実施）によりウェブ

会議・配信イベント等を取り込み 



公益目的以外の施設提供事業 

１ 施設の管理運営事業 

兵庫県民会館 

当協会は、平成 18 年度から５期 15 年にわたり指定管理者として兵庫県民会館の管

理運営を担っている。広く県民にホール・会議室等の施設を提供するなか、運営経費

のコスト削減、経営の合理化に努め、芸術文化に親しむ環境のさらなる充実を図って

きており、令和３年度からの３年間も引き続き指定管理者の役割を担っていくことと

なった。 

令和２年度では、４月初旬に新型コロナウイルス感染拡大防止のため緊急事態宣言

が発せられ、当会館貸館部分が５月末まで休業となるなど、集客部門への利用制限、

外出や催事についての抑制・自粛が波状的に続く厳しい１年となった。 

当会館では入居団体をはじめとする利用者の安全・安心をまず確保するため、①館

内共有スペース等の消毒・抗菌コート処理や換気対策（空調による外気導入、窓・扉

の開閉励行等）、②会館出入り口へのサーモカメラ・消毒液の設置、入退館動線の設

定、③施設改修（トイレの水道蛇口・男性小便器のセンサー化等）、④会議室等利用者

への感染防止対策の徹底及び対策物品の貸出、⑤「兵庫県新型コロナ追跡システム」

QR コードの各会議室掲示、⑥接触感染防止のためキャッシュレス決済｢PayPay｣の導入

や予約抽選会における事前申込制(メール・FAX)の採用など、万全の対応を図ってき

た。 

 また、会館内の賑わいづくりとして、①喫茶コーナーへの新規事業者の参入及び軽食

提供、②食堂事業者の撤退に伴い地下１階空きスペースにイートインコーナーを設置、

③特別展示室の空き期間を活用した作品展示、④館内の通信環境（LAN,Wi-Fi）の整備・

向上、⑤パソコンやスマートフォンでギャラリーを歩くような感覚で展示品を鑑賞でき

るバーチャルギャラリー“Walk 360”の運用開始など、新たな取り組みでさらなる利用

率の向上をめざしている。 

 

【所在地】 神戸市中央区下山手通４丁目１６番３号 

【施 設】 １１階パルテホール（収容 150 人）、９階けんみんホール（客席数 360 席）、会議

室（18 室）、集会室（3 室）、宴会室（3 室）、時間貸駐車場（37 台）、月極車庫（44

台）、団体事務室（23 団体）、営業店舗（2 業者）、アーティストサロン、兵庫県民

アートギャラリー（４室） 

・利用状況など 

【来館者数】２３５，９８４人 

  

 

 

 

 

 

・県民アートギャラリーの照明の LED 化や、展示パネルの更新を行うとともに、

パソコンやスマートフォンでギャラリーを歩くような感覚で展示品を鑑賞で

きるバーチャルギャラリー“Walk 360”の運用を開始（R2.2 月から）。 

・県民会館ホームページをスマートフォンでも閲覧・利用しやすくなるようリ

ニューアル。 

・1 階ロビーフロア改修による音響性能向上・新進アーティストのロビーコンサ

ート等に活用 

・1 階特別展示室の空期間を活用したロビー側壁面への作品展示 



【利用状況】           （単位：日、％又は台、( )内対前年比） 

施設名 室数等 開館日数 利用日数 利用率 

11 階パルテホール 1 室  302 140（84.8%） 46.4(71.5%) 

９階けんみんホール 1 室  302 157（84.8%） 52.0(73.4%) 

会議室 18 室  5,436 2,493（84.8%） 54.1(76.4%) 

集会室（和室） 3 室  906 402（84.8%） 44.4(81.0%) 

宴会室 3 室  906 517（84.8%） 57.1(82.2%) 

アートギャラリー 4 室  1,046 222（73.5%） 21.2(45.3%) 

時間貸駐車場 37 台  365 365（99.7%） 27,719 台(71.2%) 

月極車庫 44 台  １２ヵ月 １２ヵ月 526 台(99.6%) 
 

【利用料収入状況】                  （単位：円、税込） 

施設名 金 額 ( )内対前年比 施 設 名 金 額 ( )内対前年比 

11 階パルテホール 12,194,870 (57.0%) アートギャラリー 5,203,850 (37.8%) 

９階けんみんホール 7,586,660 (55.7%) 事務室及び倉庫 30,018,123 (99.9%) 

会議室 23,262,435 (61.3%) 利便施設 491,127 (18.9%) 

集会室（和室） 1,436,855 (68.8%) 月極車庫 18,936,000 (99.6%) 

宴会室 8,878,400 (65.5%) 時間貸駐車場 21,868,800 (68.8%) 

附属設備 196,950 (98.1%) 合   計 130,074,070 (69.9%) 

なお、新型コロナウイル感染拡大の影響で当会館の利用料等の収入が減少する中、感染症

対策等を講じる必要があったことから、県において令和２年度の指定管理にかかる県への還付

金から収支差額分 64,336 千円を減額し 36,864 千円とする措置がとられている。 
 

（ア）施設・設備の長寿命化と利用促進 

老朽化した施設・設備を長持ちさせるための修繕工事や定期点検・メンテナンス

を小まめに行うとともに、コロナ禍で集客事業の実施環境が厳しい中、音響性能の

向上したけんみんホールをはじめ、通信環境（LAN、Wi-Fi）が整ったホール・会議

室等でのＷＥＢ会議や催しの配信事業などの利用促進にも努めた。 

（イ）会議室・ギャラリーの貸出 

   ホール、会議室、ギャラリー等の施設は、講演会、発表会、芸術作品の展示会な

どの催しに利用され、近隣施設に比べて高い利用率を概ね維持し、芸術文化活動の

拠点施設として親しまれている。各会議室でＷＥＢ会議等が実施できる通信環境

（LAN,Wi-Fi）整備、県民アートギャラリーの照明の LED 化・展示パネルの更新、ロ

ビー床面改修による演奏会場としての音響性能向上、文化情報誌や県内施設の催物

案内チラシ等が閲覧できる情報コーナーでの多彩な文化情報の提供など、会館の魅

力向上により来館者数の確保を図った。 

（ウ）ギャラリー運営会議の開催 

広く公平・適正な利用を推進するともに、効率的・計画的なギャラリー運営の円

滑化を図るため、絵画、美術・工芸、書等の専門家で構成されるギャラリー運営会

議を開催し、貸出計画案の承認を得た。 
 

２ 駐車場等 
（１）駐車場等の運営 

・兵庫県民会館     ：（時間貸）  収容台数   ３７台 

（月極）    収容台数   ４４台 

・芸術文化センター   ：（時間貸）  収容台数 約１００台 

・県立美術館王子分館  ：（時間貸）  収容台数   ３１台 
 
（２）喫茶、レストラン等のスペースの貸出 

    施設利用者の利便に供するため、次のとおりスペースを貸し出した。 

・兵庫県民会館    ：喫茶・軽食（６月で撤退、10 月から別会社が喫茶・軽食

及び弁当の営業再開）・レストラン（６月で撤退、10 月か

らイートインコーナーを開設）・理容 



・芸術文化センター  ：喫茶・レストラン 

・ピッコロシアター  ：喫茶 

・県立美術館王子分館 ：喫茶・軽食 
 
（３）関連グッズのショップ設置・運営 

   ・芸術文化センター   ：オリジナルグッズや音楽・バレエなど様々な舞台芸術に 

関するグッズを販売した。 

・県立美術館王子分館 ：横尾忠則現代美術館において、横尾グッズ等を販売した。 
 
（４）自動販売機の設置 

   施設利用者の利便に供するため、清涼飲料水を中心とした自動販売機を設置した。 

   ・兵庫県民会館    ：８台 

    ・県立美術館王子分館 ：２台 

（５）図書の頒布等 
・兵庫県民会館 

    横尾忠則展図録等の図書頒布販売事業、芸術文化関係入場券の受託商品販売事業

を行った。 
 

【施設の管理運営事業等 評価】 
○利用状況等 

令和２年度は、新型コロナ感染拡大の影響で４月８日から５月末日まで県民会館が休館となった。６月

以降も利用を控える傾向が続き、９月頃から持ち直したが、12 月中頃からコロナ第３波が押し寄せ、再

び利用が落ち込んだ状態で年度末を迎えた（会議室利用率 ○元 70.8%→②54.1%）。 

コロナ禍のもと集客施設への利用制限、外出や催事の抑制・自粛が波状的に続くなか、新型コロナウ

イルス感染防止対策を徹底するとともに、会議室等の通信環境（LAN、Wi-Fi）向上によるウェブ会議等

の取り込みや音響効果の高まったけんみんホールやロビーを活用した新進アーティストの活躍の場を

設けるなど、新たな利用につながる取り組みを実施している。 

また、会館内の食堂・喫茶の運営事業者が６月で撤退したが、10 月から新たな事業者が 1 階で喫茶

を再開し昼食弁当の提供も開始された。これに合わせて地下の旧食堂部分にイートインコーナーを開

設することで、にぎわいを取り戻しつつある。 

このような状況のもと、県民会館利用料収入は対前年度比 70％で何とか踏みとどまったものと評価し

ている。 

○施設・設備改修 

県民会館は築５０年以上が過ぎており、施設利用者に安全に安心して利用していただくために、施

設・設備の改修やメンテナンスを適時適切に行なっている。また、県民アートギャラリーの照明の LED 化

や展示パネルの更新、ロビー床面改修による音響性能の向上、バーチャルギャラリー“Walk 360”の運

用開始など、館内の利便性や魅力の向上にも努めている。 

○県民会館の指定管理 

当協会は、指定管理者制度が始まった平成 21 年度から５期連続で県民会館の運営を行い、令和３年

度からの６期目も引き続き、指定管理者として役割を務めていく。 

指定管理者として安定的かつ効率的運営を行ってきており、毎年度実施している利用者アンケートで

は、「職員・スタッフの対応」を 88%の人が満足と回答しており、管理・運営の各項目で、満足度が 70％以

上となるなど、高い評価を得ている。（例年７月と２月の２回実施であるが、令和２年度は新型コロナウイ

ル感染拡大の影響で２月分は未実施となった） 

 

 


